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キー ボー ド が ボー カル に な る ! ウェ ブ 上 の 
スタ イラ ス で 声 を 奏 で きる ! 4etS 
そん な 画 期 的 な 機能 を 可能 に し た の が 、 人 
ヤマ ハ 製 の eVocaloid 対 応 音 源 LS1 “NSX-1“"。 演奏 する こと も 
あの 初音 ミク の 歌声 を 演奏 する 、 

これ まで に な い 、 ま っ た く 新 し い 音 楽 体験 。 


入っ て いる も の : NSX-39 (組み 立て 済み ) ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル 専用 シー ル 


2 3.5mm ス テレ オミ ニ Micro-B タ イプ 
⑩-@⑥ 「 あ 」 一 「 お を 発音 する | 
ビブ ラー ト 
シフト 


⑥⑩ ボリ ュー ム (アッ プ ) 

⑥⑨ ボ リュ ー ム (ダウ ン ) 

の + ⑩-@⑥ プリ セッ ト 歌 詞 を 選ぶ 
⑫+ ⑨「 ド レミ 」 モ ー ド 

人 + ⑥ オクターブ 上 げ る 

⑨+ ⑥ オフ ター ブ を 下げ る 


3 つの モー ド で 演奏 寺 る 


[ドレ ミ フ ァ ー」 と 音階 で 

| 歌う [ドレ ミ 」 モ ー ド 

2 「 あ いう え お 」 モード カー ボン キー ボー ド 1 
あら か じ め 用 意 さ れ た 単 4 形 アル カリ 乾電池 


3 本 を 使用 し ます 。 


歌詞 で 歌う 「 プ リセ ッ ト 」 モー ド 只 ご 用 意 くだ さい 。 
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下段 音階 演 奏 


企画 編集 


開発 協力 
松原 弘明 浦 純也 多田 幸生 河合 良 吉 (ヤマハ 株 式 会 社 ) ISBN978-4-05-750465-0 


西村 俊之 (大 人 の 科学 編集 部 ) polymoog(ELEKTEL) アン 
講 2 9 YAMAHA クン ァ ウツ 
試作 開発 


宇田 道 信 ( ウ ダ デ ン シ ) 
声 デ ー タ ペース 人 人 [開発 協力 ] [音声 デー タベース 開発] 
僅 体 デザ イン \ 紙 : C0473 \4980E 


伊藤 博之 佐々 木 渉 西尾 公孝 須 綱 挫 
キャ プ テ ン ミラ イ 外 箱 9784057504650 
トロ ン リ ンク 


鈴木 孝 招 高塚 悠 司 吉田 洋 江川 大 樹 
1575046500 
@ Gakken Education Publishing 2014 Made in China きみ 価格 | 本 体 4.980 円 | | | | | | 


安達 直 ( ク リプ トン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ ア 株 式 会 社 ) 
@ Crypton Future Media, INC. www.piapro.net piQOPO 内 親 ※ 税 が 別に 加算 され ます 。 1920473049803 


パッ ケー ジ ・ マ ニュ アル デザ イン テモ 
樋口 泰行 (有限 会 社 桶 ロ デザ イン 事務 所 ) ヴ ラ 
製造 *Eh 刷 ピン | 


特別 編集 


グ 


り 


Ilustration by IXima 


目次 ENTENTS 


ジジ 
張 全 ト ・ 
各部 名 称 
基本 編 ステ ッ プ by ステ ッ プ 
|. 電源 を オン に する 

2. 演奏 する 
発展 編 


/// 


トラ ブル ・ ジ ュー ディ ング 


上 級 編 GM 音源 部 、 エ フェ クト 、 


本 体 ボ タン の カス タマ イズ に つい て 


本 製品 の ご 利用 に あたっ て の ガイ ドラ イン 
フォ ルト 文字 テー 


ー ヾ 


人 補記 * き タダ 呈 


区 


EN 


小 注 


信 製 品 に 異常 や 故障 が 起こ っ た 場合 は 、 直 ち に 電源 を 切っ て くだ さい 

騙 製 品 内 部 に 水 や 異物 が 入っ た 場合 は 、 直 ち に 電源 を 切っ て くだ さい 。 

念 使 用 後 は 電池 を は ず し て 、 幼 児 の 手 の 届か な い 場 所 に 保管 し て くだ さい 。 

久本 製品 を 分 解 ・ 改 造 し た り し な いで くだ さい 。 

※ 本 製品 の 改造 ・ 変 更 で 生じ た お 客 様 の 直接 また は 間接 の 損害 に つい て 、 問 社 は 一 切 
の 責任 を 負い か ね ます 。 

人 火災 や 感電 、 故 障 の 恐れ が ある た め 、 風 呂 場 や シャ ワー 室 、 雨 天 時 の 野外 等 、 水 滴 の か 
か る と ころ で は 使用 し な いで くだ さい 。 

念 濡れ た 手 で 、 本 製品 を 使用 し な いで くだ さい 。 

久本 製品 の 内 部 に 水 や 異物 を 入れ な いで くだ さい 。 

久木 製品 の 上 に 液体 の 入っ た も の を 置か な いで くだ さい 。 

人 @ 大 音量 で 長 時 間 使用 し な いで くだ さい 。 大 音量 で 聞き 続け る と 難聴 に な る 恐れ が あ 
り ま す 。 聴 力 低下 や 耳鳴 り を 感じ た 際 は 、 専 門 の 医師 に ご 相談 ぐ くだ さい 。 

人 @ 直 射 日 光 の 当たる と ころ 、 暖 房 器具 の 近く な ど 、 温 度 が 高い 場所 で は 使用 し な いで く 
だ さい 。 

氏 ホ コリ の 多い と ころ で 使用 ・ 保 管 は し な いで くだ さい 。 

介 破 損 、 変 形 し て し まっ た 部 品 は 使用 し な いで くだ さい 。 


ご 使用 の 前 に 、 


キン ジェ ルッ セス ・ み 日 ニル 


外部 機器 か ら コ ント ロー ル す る 


ブル 


必ず 読ん で 正しく お 使い くだ さい 。 


電池 は 、 単 四 形 アル カリ 乾電池 を 3 本 使用 し ます 。 電 池 は 、 誤 っ た 使い 方 を し た 場合 、 発 

熱 ・ 破 裂 ・ 液 漏れ が 起こ る 恐れ が あり ます 。 下 記 の 事項 に ご 注意 くだ さい 、。 

〇 電池 を 分 解 し な いで くだ さい 。 

〇 電池 の 二 ・( プ ラス ・ マ イナ ス ) を ショ ー ト させ な いで くだ さい 。 

〇 ニッ カド 等 の 充電 式 電池 、 な ら び に オキ シラ イド 電池 、 ニ ッ ケ ル 電 池 は 使用 し な いで 
くだ さい 。 シ ョ ー ト し た 際 に 、 部 品 の 溶解 、 発 火 等 の 危険 が 大 きく な り ま す 。 

〇 万 一 、 電 池 か ら 漏 れ た 液 が 目 に 入っ た と き は すぐ に 大 量 の 水 で 洗い 、 医 師 に 相談 し て 
くだ さい 。 皮 膚 や 衣服 に つい た 場合 は 、 す ぐに 洗っ て くだ さい 。 

〇 電池 は 充電 や 分 解 を し な いで くだ さい 。 電 池 の 破裂 、 液 漏れ に より 火災 や けが の 原因 
に な り ま す 。 

〇 電池 を 加熱 、 火 中 投入 し な いで くだ さい 。 

〇 古い 電池 と 新しい 電池 を 混ぜ て 使用 し な いで くだ さい 。 

〇 電池 は 小さ い お 子 さま の 手 の 届く と ころ に 保管 し な # い で くだ さい 。 万 が 一 飲み 込ん だ 
場合 は 、 直 ち に 医師 に ご 相談 くだ さい 。 

〇 使用 後 は 、 電 池 を は ず し て くだ さい 。 長 時 間 入れ て お く と 、 電 池 か ら の 液 漏れ に より 、 
火災 や 周囲 を 汚損 する 恐れ が あり ます 。 

〇 電池 の 二 ・ 一 (プラ ス ・ マ イナ ス ) を 正しく セッ ト し て くだ さい 。 


凶 この ふろ くに 使わ れ て いる 材質 
本 体 ( 白 ) :ABS スタ イラ ス 持ち 手 ( 白 ) :PE ね じ : 鉄 スタイラス: ステ ン レ ス 
※ 不 要 に な っ た と き は 、 各自 治 体 の 決ま り に 従っ て 処分 し て くだ さい 。 


本 製品 に つい て の ど ご 質問 や ご 不明 点 が ど ざ いま し た ら 、 下 記 ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 
株 式 会 社 学研 教育 出版 大 人 の 科学 編集 部 電話 : 03-.6431-1272 ( 受 人 10 時 一 17 時 土日 祝日 年 末年 始 を 除く ) 
子 メ ー ル で の お 問い 合わ せ の 場合 、 本 文 お 客 様 の ご 住所 ・ お 名 前 ・ 電 話 番号 ・ 製 品名 を 記入 し て くだ さい 。) 


e:mailiokm@gakken.co.jp 


国 還 し ゃ べ る コン ピュ ー タ ー の 歴史 
コン ピュ ー タ ー が 歌 を 歌う 。 そ の 歴史 は 意外 
な ほど 古く 、1961 年 まで さか の ぼる こと が で き 


る 。 ベ ル 研 究 所 の IBM7094 が 唄っ た ポピュラー 


= ューJ 議 ュ J 
議 二 シグ の タタ シダー ドリ イジ ー ・ ベ ペル が 最 
油 初 の 例 と いう 。 こ の エピ ソー ド は |968 年 の SF 
代 人 | 映画 『2001 年 宇宙 の 旅 』 で コン ピュ ー タ ー HAL 
9000 が 電源 を 切ら れつ つ あ る 中 この 曲 を 歌う 、 


5 ロ ーー) っ 154 コ な Eo 
Singind SynthBsis [hrnniclg 電子 的 に 合成 され た 音声 が 一 般 家庭 に 広まっ 
た 最初 の 例 と し て は 、|978 年 に 登場 し た ガ 
ジェ ッ ト 「 ス ピー ク & ス ペル 」 を 挙げ る こと が 
で きる 。 こ れ は 合成 音声 が 読み 上 げた 英 単 語 の 
正しい つづ り を キー ボー ド で 入力 する と いう 教 
き 用 玩具 。 玩具 と し て の コス ト の 制約 や 当時 の 
音声 合成 技術 の 限界 も あり 、 そ の 音質 は 決し て 
良い も の で は な か っ た 。 
1980 年 代 に 入る と コン ピュ ー タ ー の 小型 化 が 
進み 、 現 代 に つなが る パソ コン の 時 代 が 始ま り 
を 告げ る 。APPLE Il や PC-600ImkIISR と いっ た 
初期 の 8 ビッ ト パ ソ コン は 拡張 ボー ド や 本 体 に 
音声 合成 LSI を 搭載 。BASIC 言語 な ど で プ ログ 
ラム すれ ば 、 そ れ ら を 歌わ せる こと も 可能 だ っ 
た 。 その 後 Macintosh の MacinTalk 機 能 、 
Windows の SAPI な ど 、 さ ま ざ ま な 「 し ゃ べ る 
コン ピュ ー タ ー」 の ソフ トウ ェ ア 技 術 が 登場 。 
音声 合成 LSI も 自動 販売 機 な ど さ ま ざま な 電 
ーー |』 デバ イス に 搭載 され 、 そ の 音質 や 機能 も 目覚 ま 
か 引 しい 向 上 を 遂げ て いっ た 。 
ベル 研究 所 の IBM7094 は トラ ンジ スタ を 使用 し た メイ ン フ レー ム と 呼ば れる 巨大 な そし て 現在 で は 音楽 チャ ー ト を 席巻 する ボー 
コン ピュ ー タ ー で 、 宇宙 開発 や 弾道 ミサ イル 早期 警戒 シス テム な ど に も 使用 され た 。 カロ イド (ヤマ ハ が 開発 し た 歌声 合成 技術 ) を 
使用 し た 楽曲 は も ちろ ん の こと 、 テ レビ 番組 や 
動画 配信 サイ ト の ナレ ーション 、 果 て は 廃品 回 
収 の トラ ッ ク の アナ ウン ス に も 使わ れる な ど 、 
合成 音声 は 普段 の 生活 の 中 に 溶け 込ん だ 存在 と 
2 つ WGIUYI の 5 


フォ ルマン ト 合 成 と 波形 接続 型 合成 


機械 で 音声 を 合成 する と いう 試み は 、 記 録 に 
残る だ け で も 数 百年 も 前 か ら 繰り 返さ れ て き 
た 。18 世 紀 の オ オー スト リア で は 、 ぶ いざ を 使い 
母音 と 子音 が 発音 で きる 機械 に つい て の 論文 が 


Speak & Spell iPhone の Siri 

本 来 は 教育 用 玩具 だ が 、 い か に も 口 iPhone な ど 、 最 も 身近 な 電子 デバ 発表 され て いる 。 

ボッ ト ボ イス らし い 独 特 の 味わい で イス と も 言え る スマ ホ に も 合成 音 f 登場 「 し ゃ べ る コン ピュ ー タ ー」 の 
現在 で も 「 ガ ジェ ッ ト 楽 器 」 と し て 声 の テク ノロ ジー が 取り 入れ られ お の 5 き 

人 気 が 高い 。 て いる 。 技術 も 、 原 理 的 に は これ ら の 延長 線上 に ある も 


の が 、 その 多く を 占め て きた 。 それ は 、 人 間 の 
声 の 発音 の 仕組 みや 音色 の 特徴 を 解析 し 、 そ れ 
3 


ら を シミ ュ レ ー ト する こと で 音声 を 合成 する 、 
と いう 考え 方 だ 。 そ の 代表 例 と し て 「 フ ォ ル マ 
ント 合成 」 を 華 げ る こと が で きる 。 フ ォ ル マン 
ト と は 、 人 の 音声 の スペ クト ル (周波 数 帯域 ご 
と の 音量 の 分 布 ) 上 で 、 時 間 的 に 移動 する 複数 
の ピー ク の こと 。 基 に な る 音 に 対し て これ ら の 
ビ ピーク の 動き を 与え る こと が で きれ ば 、 人 の 発 
音 (声帯 や 口 の 動き ) を シミ ュ レ ー ト で きる 、 
と いう 理屈 だ 。 

一 方 、 デ ジタル 技術 の 低 コ スト 化 に よっ 急 
速 に 普及 し て いっ た の が 、 録 音 (サン プリ ン 
グ ) され た 音声 の 断片 を 連結 し て 音声 を 合成 す 
る 「 波 形 接続 型 合成 」 と 呼ば れる 方 法 だ 。 ボ ー 
カロ イド が 採用 し て いる 「 素 片 連 結 型 」 と 呼ば 
れる 合成 シス テム も 基本 構造 と し て は こち ら の 
グル ー プ に 属し 、 断 片 を 連結 する 際 に 周波 数 帯 
域 ご と に さま ざま な 加工 を 施す こと で 、 よ り 音 
楽 的 に 聞こ える よう に し た シス テム で ある 。 


フォ ルマン ト 合 成 と ロボ ッ ト ボ イス 


「 フ ォ ル マン ト 合 成 」 の 考え 方 に よる 身近 な 例 
と し て は 、 音 楽 の 世界 で は な じみ の 深い 「 ボ 
コー ダー」 を 挙げ る こと が で きる 。 も と は |920 
年 代 後半 に ベル 研究 所 が 発案 し た も の で 、 当 時 
の 電信 用 ケー ブル の 狭い 伝送 帯域 で 明瞭 な 音声 
を 送る た め の 音声 圧 縮 技術 だ 。 当 時 の 技術 で は 
低 コ スト 化 な どの 限界 や 、 第 二 次 世界 大 戦前 後 
と いう 時 期 も あり 、 主 な 用 途 は 軍事 通信 で の 利 
用 で あっ た 。 1960 年 代 後半 に な り 半 導体 技術 が 
進歩 を 遂げ る と 、 低 コス ト 化 が 進み 、 人 の 歌声 
を ロボ ッ ト ボ イス 風 に 加工 する 楽器 や エフ ェ ク 
ター と し て も 普及 し て いく 。 そ し て 音声 圧縮 技 
術 と し て の ボコ ー ダ ー 技 術 は 、 携 帯電 話 の 音声 
を 明瞭 に する た め の 技 術 と し て 活か され 、 現 代 
に お いて も 磨 か れ 続 け て いる 。 

同様 の 原理 で 、 人 の 口 の 形 そ の も の を 物理 的 
イリ ルレ 多 と し で 利 用 9 る mi 選 三 拉 ン シグ - モ 
2020 ウ の eZUODDE ジ 7 ジー 電 E ジ の 
や ファ ンク な どの 音楽 ジャ ン ル で は 非常 に ポ 
に 962 の と 2 か つ 2CUN る 。 た だ し 、 これ め 
は 人 の 口内 の 動き を 利用 し て 音 を 加工 する エ 
フェ クタ ー で あり 、 歌 声 そ の も の を 作り 出す 
zesssglElf ドド OO の よう な 「 ボ ポー カル シシ ン セ サイ 
ザー」 と は 、 少 々 異な る も の で ある 。 


WAHHA GO GO 

明和 電機 が 2009 年 に 製作 し た 人 間 の よう に 笑う 機械 「WAHHA GO GO」 は 、 は ずみ 車 と 
ふい ご を 動力 に し て 人 口 声帯 の 動き や 品 の 開閉 を 制御 し 、 フォル マン ト (声質 ) や 空気 
の 量 (声量 ) の 変化 を 作り 出す 。 e Yoshimoto Kogyo co.,ltd. / Maywa Denki 


旬 “ ア " の フォ ルマン ト 。 複数 の ビー ク が 確認 で きる 。 


500 1000 1500 


フォ ルマン ト と ボコ ー ダ ー 

フォ ルマン ト の ピー ク の 動き は 人 が 発声 する 際 の 声帯 や 口 の 動き と 深く 関係 し て い 
る 。 また 、 発 斉 す る 文字 の 種類 が 同じ な ら 、 近 い 値 の 周波 数 に ビー ク が で きる 。 ボ 
コー ダー は 複数 の バン ド パ ス フィ ル タ で 周波 数 帯域 ご と の ピー ク の 大 き さ を 検出 
し 、 受 信 側 で も それ ら を 生成 する こと で フォ ルマン ト を 再現 する と いう 音声 圧縮 技 
術 か ら 発 展 し た 。 


音符 ・ 歌 詞 ・ 音 楽 的 表情 


YY 


| スコア エ ディ 2 | [信成 エン テン |-* [時 


楽 議 情 報 人 力 の 
1 クコ 57 ペー ジン 


ボー カロ イド の 仕組 み 


「VOCALOID」 は 楽譜 情報 を 入力 する た め の 専 
使用 する こと で 、 こ れ ま で より 簡単 に 自然 で 豊か な ボー カル 表現 が 可能 と な っ た 。 


ェ 
日 
計 
信 


座 凡 
楽器 や シン セ サ イ ザー と い 
う 括 り を 超え 、 そ の 作品 は 
チャ ー ト を 席巻 し 、 街 に は 
その ビジ ュ ア ル が 溢れ て い 
る 。 今 や 初音 ミク は 史 
上 初め て 世間 に 広く 認知 さ 
れ た パー 手 ャ ル ア イ ドル と 
し て 、 和 社会 現象 と も 呼ぶ べ 
き 状 況 を 作り 出し 、 そ の 中 
必 に 位置 し て いる 。 


川 ustration by KEI 


実際 の 歌手 の 
歌唱 録音 か ら 抽出 


歌手 ライ ブラ リ 


合成 デー タ 表情 デー タ 
2 っ = ジ < ベー ス 


楽譜 情報 を 
音信 号 に 変換 


ンド 2SEE の 2 の 2 ンコ 092 滞る 


ボー カロ イド の 誕生 

楽 夫 還 G の ボー カリ シンセ 大 3 人 坊主 (は 
1997 年 に DTM 用 音源 モジ ュー ル の プラ グイ ン 
ボー ド と し て フォ ルマン トシ ン ギ ング 音源 を 搭 
載 し て 登場 し た ヤマ ハ PLGIO0-SG を 始め と し 
iC、 こ れ ま で に も 例 が あっ だ た 。 し か し 2000 年 
に あの 「 デ イジ ー・ ベ ル 」 を リス ペク ト し た 
IDAISYT と いう フ デ ロジ ェクト 名 SG ペー トド し 
2008: 年 に 発売 され た 2 に の Es 当 6 県 
「WOCALOID」 が 登場 し た こと で 状況 が 一 変 。 実 
際 の 歌手 の 歌声 を 録音 し 、 そ の デー タ を 細か い 
素 片 (音素 ) に 分 解 し て スム ー ス な 合成 が で き 
る よう に 調整 ・ 編 集 し デー タベース 化し た 、 独 
自 の 素 片 連結 型 合成 シス テム を 採用 。 ボ ー カ ル 
と し て の 自然 な 表現 と ソフ トウ ェ ア と し て の 使 
いや すさ が 高く 評価 され 、DTM ユー ザー を 中 
心 に この 技術 が 認知 され る よう に な っ た 。 そ し 
て 2007 年 に は VOCALOID 2 が 発表 され 、 よ り 
キャ ラク ター 性 を 高め た 初音 ミ き ク 」 が クリ ジブ 
シア ョ ー チ チャー: メラ ィ 2 より 開発 きた だ 


ポケ ッ ト ・ ミ ク が 搭載 する 
『eVocaloid」 と いう 技術 

その 後 201| 年 に は VOCALOID 3 が 登場 。 音 声 
素 片 を 連結 し て 歌声 を 合成 する 合成 エン ジン は 
より 自然 な 表現 を 得 、 音 声 素 片 を 収め た 歌声 ラ 
イブ ラリ も さま ざま な キャ ラク ター が 登場 し て 
いる 。 こう し た 中 、 携 帯電 話 の 着メロ 用 音源 な 
ど と し て 広く 普及 し 発展 を 続け て きた ハー ド 
ウェ ア の シン セ サ イ ガザ 三 閉 源 表 2 も 、 更 な る 
進化 を 遂げ て いた 。 その 最新 の チッ プ が 、 今 回 
ポケ ッ ト ・ ミ ク で 採用 され た ヤマ ハ NSX-|。 
NSX-| に は 従来 の 音源 チッ プ と し て の 機能 に 加 
え 、PC な どの ソフ トウ ェ ア 音 源 の 形 で し か 触 
れる こと の で き な か っ た VO6AIQOID) デ クノ 碧 
ジー を 応用 し た 「eVocaloid」 音 源 が 搭載 され て 
いる 。 ポ ケッ ト ・ ミ ク は NSX=I に 更に 独自 
コロ ーーー シン だり B | KU お AM 
ディ タリ 」 各 呼 ば れる ツラ ドウ 証 み 0 こよ の の 0 ラク 
ラミ ング を 前 提 と し た 従来 の VOCALOID シス テ 
ム と は 異な る 、「 ボ ー カ ロイ ド の リア ル タ イ ム 
演奏 」 を 可能 と し た 世界 で 初め て の 製品 と な 
る 。 電池 で 作動 し 、 ス ピー カー を 内 蔵 し た ポ 
20 ドッ ミク で 27ー ッ シキ ギ キーボー ドド の 罰 で で 
タイ ラス を すべ ら せ る だ け で どこ で も 歌い あげ 
て くれ る 初音 ミク の 歌声 を 、 是 非 気軽 に 体験 し 
で み で ほし い 。 


VOCALOID (ボー カロ イド ) は ヤマ ハ 株 式 会 社 の 登録 商標 で す 。 
eVocaloid は ヤマ ハ 株 式 会 社 の 商標 で す 。 


ポケ ウト ・ 主 つの 使い 方 


難 部 名 称 オー ディ オア ウト 端子 35smm ステ レ ォ ミ = 
語り 【 ヘッ ド ホ ン (ステ レオ ) を 接続 する こと が で きま す 。 ま 
7 選 二 ウイ ジン 放 の め あの ②POSS で 加地 の 2 の ga ニラ イッ 
機器 へ ライ ン レ ベル の ステ レオ オー ディ オ 信 号 を 出力 する 


二 22GH3GSSE 


USB 端子 Micro-B タ ィ プ 
スピ ー カ ー 
電源 スイ ッ チ オー ディ オア ウト 端子 に ヘッ ド 
」 ホン 等 が 接続 され て いる と き 


2 は 、 ス ピー カー か ら の 出力 は 
WHBRTIEYSW カッ ト さ れ ま す 。 


スタ イラ ス 
使用 時 に は 右側 面 


の 切れ 込み か ら 
ヨー ド を 通し ます 。 
収納 する と き は 裏 
側 の 凹み に 収め て く 
だ さい 。 


カー ボン キー ボー ド シー ル 人 
3 の お 好き な 方 を 選ん ET 
で 貼っ て くだ さい 。 : 計 


※ 乾 電池 、USB ケー ブル お よび ヘッ ド ホ ン は 本 製品 に 付属 し て いま せん 。 
電器 店 等 で お 求め くだ さい 。 


ッ ウリ セッ ウド 歌詞 
歌詞 | (SHIFT [A1) 『 こ ん に ち わ あり が と う 』 


記 の 7 で IET LTIT 『 ち ょ お ちょ ちょ お ちょ な の は に と まれ な の は に あい た ら さく ら に と まれ 
歌詞 2 (SHIFT+ LI]) さく ら の は な の は な か ら は な へ と まれ よ あ そ べ あ そ べ よ と まれ 』 


EE 只 3 3 『 さ くら さく ら や よい の そら あわ みわ た すか ぎ い り か すみ か くも お か 
歌詞 3 (SHIFT+ [U]) に お い ぞ い ず う る いざ や いざ や み に ゆ うか ん 』 


旧 語 記 生 本 に 寺 注 陸 語 ほたる の ひか あり ま ど の ゆう き ふみ よむ つき いひ か さ ね つう つ 
歌詞 4 (SHIFT [E1) いつ し か と し いも すぎ い の と を あけ て ぞ け さあ わ わ か れ ゆ うく 』 


本 に 『 示 いろ は に ほへと ちり ぬる を わか よ た れ そ つね な らむ 
歌詞 5 (SHIFT+ [O1) うい の お くやま け ふ こえ て あさ き ゆ め み し え ひ も せ す ん 』 


使用 温度 条件 : 十 5 一 十 35C ※ 仕 様 お よび 外観 は 、 改 良 の た め 予 告 な く 変更 する こと が あり 
電源 : 単 四 形 ア ルカ リ 乾 電池 X 3 (別売 ) も し く は USB 電源 お 95700R 証 KG7GGUNS 
接続 端子 : OUTPUT (3.5mm Stereo) 
_USB (Micro-B) 
最大 外形 寸法 : 幅 148 x 高 さ 30 x 奥 行 100mm 
6 


基本 編 ステ ッ プ by ステ ョ プ 
電源 を オリ に する ) 


ポケ ッ ト ・ ミ ク の 電源 は 電池 と USB 電源 の 2 種類 か ら 選 ぶ こ と が で きま す 。 


久 電 池 か ら 電 源 を 供給 する 


裏ぶた を 開け 、 単 四 形 アル カリ 乾電池 3 本 を 十 ・ 一 の 方 向 に 注 


意 し て 入れ ます 。 電 源 ス イッ チ を BATTERY] の 位置 に し ます 。 na aa 
「 起 動 し まし た 」 と いう ボイス ガイ ド と と も に LED が 点灯 し ま OFFBATTERYSB 


ず 。 


@ USB ケー ブル か ら 電 源 を 供給 する 
※ USB ケ ー ブ ル は 本 製品 に 付属 し て いま せん 。 電器 店 等 で お 求め くだ さい 。 


上 側面 の USB 端子 に は USB ケー ブル の Micro-B タイ プ コ ネ ク 
ター 側 (スマ ホ の 充電 な ど に 使用 する も の ) を 接続 し 、USB ケー 
ブル の A タ イプ コネ クタ ー 側 を 電源 供給 元 と な る 機器 に 接続 し 
9 

電源 スイ ッ チ を [USB] の 位置 に し ます 。「 起 動 し まし た 」 と い 
う EzNS 仙 72 信 REGNGISIGIEIDI が 応 齋 2 ま 898 


※ USB ケー ブル が 接続 され て いて も 、 電 源 ス イッ チ が [BATTERY] 
の 位置 に ある と き は 電池 か ら 電 源 が 供給 され 、 電 池 の 電 力 が 消費 
さま 3 

※ USB ケー ブル が 接続 され て いな いと き に 電源 スイ ッ チ を [USB] 
の 位置 に する と 、 電 池 が 入っ て いて も 電源 が オフ に な り ま す 。 


スタ ン バ イ モー ド ( 省 電 力 モ ー ド ) と スタ ン バ イ モー ド か ら の 復帰 
電源 スイ ッ チ が BATTERY] の 位置 で 起動 し て いる と き 、5 
分 以上 操作 を し な い 状 態 が 続く と LED が 点滅 し は じ め ( 約 
| 秒間 隔 )。 ス タン パイ モー ド に 入り ます 。 


※ USB ケー ブル が 接続 され て いる と 、 電 源 ス イッ チ の 位置 に 関 
わら ロス タンパ イ 下 二 ド に な 項 ま 革 の 8 

※ スタ ン バ イ モー ド の と き は 消費 電力 が 通常 の 約 1/5 (1I00mA 前 
後 一 20mA 前 後 ) に な り ま す が 、 電 池 の 電 力 は 消費 され て いま 
す 。 長 時 間 操 作 し な いと き は 、 必ず 電源 を オラ に し て くだ さい 。 


スタ ン バ イ モー ド か ら 通 常 の 演奏 ・ 操作 に 復帰 する に は 、 本 体 パ ネル 上 の ボタ ン の どれ か を 押す か 、 
カー ボン キョー ボ ニー ド を ヌス タイ ラス で タッ チ し ます 8 


※ 復 帰 時 の ボタ ン 、 ス タイ ラス 操作 は 実際 に その 動作 が 実行 され る まで 若干 の 遅れ が 生じ る こと が あり ます 。 


PEPS 本 : ら デ さこ も AP 


基本 編 ステ ョ ッ プ By ステ ョ ヴ プ 


選 引 病 大 する 


端 の 金属 部 分 を 押し あて ます 。 


※ スタ イラ ス を 収納 する と き は 、 ス タイ ラス の 根元 部 分 を 折り 曲げ な いよ うに 注意 し て 、 


く よ う に 本 体 裏側 の 収納 スペ ー ス に 差し 込み ます 。 


@「 ド レミ 」 モ ー ド で 演奏 する 


2 SE の 音 名 を 「 ド 」「 レ 」' ミ 」 と 発音 し な が ら 当 


尾 
こ IZ /FS 


演奏 する に は 本 体 裏側 に ある スタ イラ ス を 取り 出し 、 カ ー ボ ン キ ー ボ ー ド の 演奏 し た い 位 置 
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が 人 筐 体 の 外側 を 向 


四 奏 する 「 ド レミ 」 モー 


ド に な り ま す 。 カ ー ボ ン キ ー ボ ポー ド は 下 側 の 鍵盤 部 で 段階 状 の 音階 に に る クロ マチ ッ ク 演 奏 を 、 上 側 の リボ 


ン 部 で な め ら か な 音程 変化 に よる ポル タメ ント 演奏 が で きま す 。 カ ー ボ ン キ ー ボ ー ド 


上 下 は 継ぎ 目 な くつ な 


が っ て お り 、 音 程 の 位置 関係 は ほぼ 同じ に な っ て いる の で 、 ス タイ ラス を 上 下 に 行き 来 し て 演奏 する こと が 
SCG3E5 き Hp 


@「 ド レミ 」 モ ー ド へ 戻る 

他 の 演奏 モー ド か ら 「 ド レミ 」 モ ー ド に 戻る 時 は 、[SHIFT] ボ 
タン ( 吾 状 の 細長 い ボ タン ) を 押し な が ら 、[VIBRATO] ボタ ン 
( 扇 型 の ボタ ン ) を 同時 に 押し ます 。 


音量 を 変更 する オク ター ブ を 変更 する 


IVOLUME] ボタ ン ( 右 
側 に ある 三角 形 の ボタ 

ン ) を 操作 し て 音量 を 
変 作 さ せま す 。 上 が ボ 


[SHIFT] ボタ ン を 押し 
2802 ウ 庄 2R SS 用 = 引 言 な 
アッ プ を 同時 に 押す と 
2 


リュ ー ム アッ プ 、 下 が 人 | ムタ ッ ン を 同時 
(6: 代 (El 認 還 用 020 王 ジ 
Sd 所 『 只 WIBMME 下 を 演奏 で きま す 。 


※ 各 種 ボ タン を 押す と LED が 反応 し て 一 瞬 明 る く な り ま す 。 
8 


誠二 キミ メア トー トーン Ga 纏 に ーー A 


あ 。 い 


W「 あ 」「 い 」「 う 」「 え 」「 お 」 モ ー ド で 演奏 する 
扇 型 に 配置 され た 「[A] ー [O] の 5 つの ボタ ン で 「 あ て お 」 の 
文字 を リア ル タ イ ム に 選び な が ら 演 奏する こと が で きま す 。 

※ ボ タン を 操作 し て か ら 実際 に 文字 が 変更 され る まで 若干 の 遅れ が 生じ る 
こと が あり ます 。 


W「 プ リセ ッ ト 」 モ ー ド で 演奏 する 
[SHIFT] ボタ ン を 押し な が ら [A] て [0] の 5 つの ボタ ン の い 
ずれ か を 押す と 、 プ リセ ッ ト 歌 詞 (一 P6) を 選択 する こと が で 
の 


スタ イラ ス を カー ボン パネ ル に タッ チ す 
る と 最初 の 文字 を 歌い 、 ス タイ ラス を 離 
す た び に 次 の 文字 に 進み ます 。 歌詞 の 最 
初 に 戻り た いと き は 、 再 度 そ の 歌詞 を 選 
択 す る ボタ ン 操 作 を 行い ます 。 


※ [SHIFT] ボタ ン を 押し な が ら [A] て [0] の 
5 つの ボタ ン の どれ か を 同時 に 押し 続け る (長押 
し する ) と 、 そ れ ぞ れ の ボタ ン に プリ セッ ト さ れ 
_ た 歌詞 を 読み 上 げ ま す 。 

※「[MBRATO] 二 [A] て [O] に も [SHIFT] + [A] 
[0] と 同じ 歌詞 が 登録 され て いま す 。 

※ ア プリ と の 連携 で これ ら の 歌詞 を 自由 に 書き 換 
売る と が で きま うす 5 53PI0) 


2 お:9C021TOE ST 本 TE ニー EC 


ビ プ ラー ト を か ける ピッ チ ベ ン ド を か ける 
ネタ イラ ス で カー ボン スタ イラ ス で カー ボン 
Rai 632 2 al キー ボー ド を な ぞ り な 
な が ら 、[VIBRATO] ボ が ら 、[VIBRATO] ボタ 
クジラ 2023HHedii と 0 に = 0 だ RU 全 ー2 く 7 ラ / 
に ( 衣 糧 底 ま 民 に ぶる を 同時 に 押す と 、 押 し 
わせ る ) が か か り ま す 。 て いる 間 だ け 音 程 が 半 
2 上 畑 ka 記 還 王 パ 
ダウ ン を 同時 に 押す と 
半音 下がり ます 。 


2 チーーー ユー こと 抽 SC で 


発情 編 外部 機器 か ら コ コト ロー する 
5 ロケ ゴル で 選 ビ 等 欠 接続 する 


上 側面 の USB 端子 に は USB ケー ブル の 
Micro-B タイ プ コ ネクター 側 ( スマ ホ の 
充電 な ど に 使用 する も の ) を 接続 し 、 
USB ケー ブル の A タ イプ コネ クタ ー 側 を 
PC 等 に 接続 し ます 。 


※ USB の A タイ プ コ ネクター を 接続 で きる 端子 (また は アダ プター) の ある スマ ホ / タブ レット へ も 接続 で きま す 
が 、MIDI 対応 の 状況 は 機種 、0S ご と に 異な り ま す 。 

※ 電源 スイ ッ チ が [BATTERY] の 位置 に ある と き で も 、USB ケー ブル か ら の デー タ 送 受信 は 可能 で す 。 

※ USB 端子 を 通じ た デジ タル 音声 の や り と り は で きま せん 。 


MIDI と は 


ポケ ッ ト ・ ミ ク は MIDI フォ ー マ ッ ト の デー タ を 送受 信 す る こと が で きま す 。 MIDI (Musical Instrument 
Digital Interface) と は 電子 楽器 同士 や PC 等 と の 間 で 演奏 デー タ を デジ タル 転送 する た め の 規 格 で 、 

VIE 人 ジン 2 SS で dE)202 箇 fee(320OS り dl: の 3 
フト ウェ ア の 規格 が 定め られ て いま す 。 ポ ケッ ト ・ ミ ク に は MIDI 端子 は な いた め 、USB 端子 を 通じ て 
MD 二 2SKINNO の 5 ニク eo りり 用 還 dee 


久 専 用 アプ リ か ら ポ ケッ ト ・ ミ ク を コン トロ ー ル する 

ポケ ッ ト ・ ミ ク 専 用 アプ リ を 使う と 、 本 体 の ボタ ン 操 作 で 選択 で きる 文字 や 歌詞 以外 の 、 様 々 な 文字 や 歌詞 
を 歌わ せる こと が で きま す 。 専用 アプ リ は HTML5 を 使用 し た WEB アプ リ と し て サイ ト に 用 意 さ れ て いま す 。 
和光 応 し た ブラ ウザ が 使用 で きる PCG、 ス マ ホ 、 タ プレット な ど で 使 用 する こと が で きま すず す 。 


専用 アプ リ で で きる こと 

・ ボ タン に 割り 当て られ た 「 あ - お 」 ま で の 文字 を 好き な 文字 に 置き 換え る 

・ ボタ ン に 割り 当て られ た プリ セッ ト 歌 詞 を 好き な 歌詞 に 置き 換え る 

・ 次 に 発音 する 文字 を PC の 画面 に 表示 する 

・ ポ ケッ ト ・ ミ ク 本 体 ボ タン 以外 の 文字 を リア ル タ イ ム に 選択 し 、 本 体 の カー ボン パネ ル で 音程 を 指定 し て 
演奏 する 


※ [VIBRATO] + [A] - [0] に は [SHIFT] + [A] - [O] と 同じ 歌詞 が 登録 され て お り 、 外 部 アプ リ で 歌詞 を 追加 す 
る 際 の 空き バン ク と し て 使用 で きま す 。 
※ そ れ ぞ れ の バン ク に 入力 で きる の は 64 文 字 で す 。 


詳し い 操 作 方 法 は http://otonanokagaku.net/nsx39/ を 参照 し て くだ さい 。 
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9 AE ト ・ ミ ク を 演奏 する 
ポケ ッ ト ・ ミ ク の eVocaloid パー ト を MIDI シー ケン サー ソフ 
1 か タ を 作成 し ま 
紀生 | 訟 2 二 シ リー ツク ド に は 和 居 別 訟 ドライ パシ ンド な 
221 ジー リン 証 RGhG 則 当 NSXES の Ni 証 8U6 8 設 さ 6 ま 
色 


※ MIDI シー ケン サー の MIDI 入力 と 出力 を 同時 に JNSX- 39」 に 設 
XS る We MIDI 計 多 が ルー ジア し 、 ボ クン ドー ミク の 発育 が 訓 
親 半 放り MEEE9SSEIGEVSNI2IN2O202E ミ ンク (MDI チャ ン ネ ル 
1) 以外 の パー ト の MIDI 入力 を 「NSX-39」 に 設定 する と 、 そ 
れ ら の パー ト の 音程 に ビッ チ ベ ン ド 情 報 が 付加 され 、 音 程 が 

刈っ WC 聞こ える こと が あり まず 。 


例 ) Steinberg Cubases の イン スペ クタ ー・MIDI| チャ ン ネ 
ル 設 定 部 分 


MIDI シー ケン サー と は 

数 値 や 五線譜 、 方 眼 状 の グラ フィ ッ ク 表 示 な ど で 演 奏 情報 ( 音 発震 多用 ミン ク 滞 の 挟 さ 寺 法 
OO IP クシ ピン Me 音源 な ど を 演奏 する た め の MIDI デー 
タ を 作成 する アプ リケーション ソラ トウ ェ ア や 専用 ハー ドウ ェ ア で す 。 


念 MIDI デ ー タ に ポケ ッ ト ・ ミ ク の 歌詞 を 埋め 込む に は 

MIDI シー ケン サー な ど で ポ ケッ ト ・ ミ ク の 歌詞 を 埋め 込ん だ MIDI デー タ を 作成 する に は 、 ポ ケッ ト ・ ミ ク 
専用 の シス テム ・ エ クス クル ー シ ブ を 使用 し ます 。 詳細 は 裏表 紙 の 文字 テー ブル お よび サイ ト を ご 参照 くだ 
さい (一 PI6)。 


@ 歌 詞 デ ー タ が 埋め 込ま れ て いな い MIDI デー タ の 再生 、 

ある い は 外部 MIDI キ ー ボ ー ド で 演奏 する 場合 
MIDI デー タ を 再生 する 直前 に 、 ポ ケッ ト ・ ミ ク 本 体 の ボタ ン で 文字 や 歌詞 を 選択 すれ ば 、 そ の 文字 や 歌詞 を 
発音 し な が ら 再 生 す る こと が で きま す 。 再 生 中 に 他 の 文字 や 歌詞 を 選択 する こと も 可能 で す 。 


※ 起 動 直後 や ドレ ミ モ ー ド 選択 し て いる と き は 以下 の よう な 文字 が 発音 され ます 。 
起動 直後 (文字 や 歌詞 を 選択 し て いな い ) 愛 「 ん 」( 外 部 歌詞 用 バッ ファ ー 内 の デー タ が 呼び 出さ れ ま す ) 
文字 「 あ 」 て 「 お 」 や 歌詞 を 選択 し て いる 愛 選択 され て いる 文字 や 歌詞 


中 RIZS 還 モー ド を 選択 じ で いる 之 「 ド レミ 」 モ ー ド を 選択 する 直前 に 選択 し て いた 文字 や 歌詞 
NSX- 1 互換 モー ド に な っ て いる 守 木 体 チッ プ に 登録 され て いる 文字 を 順番 に 発音 し て いき ます 


ポケ ッ ト ・ ミ ク か ら MIDI シー ケン サー へ 送ら れる ノー ト デ ー タ 

ポケ ッ ト ・ ミ ク の カー ボン キー ボー ド か ら は USB 端子 を 通じ て MIDI ノー ト デ ー タ が 送信 され て いま 

す 。 し か し 、 鍵 盤 部 の クロ マチ ッ ク 演 奏 と リボ ン 部 の ポル タメ ント 演奏 を 両立 する た め 、 送 信 さ れる 

ノー ト デ ー タ の ノー トド ト ナンバー が FM4 に 固定 (オク ター ブ プ 設 定 変更 時 は ーー 1=F3、 十 |=F5) され て お り 、 
ー ボ ン キ ー ボ ー ド 上 の 位置 に 応じ で て ピッチベンド デー タ を 加え る 独自 形式 の デー タ と な っ て いま す 。 

※ ポケット ド ・ ミ ク 側 の ピッ ヂ ベ ペン ド ・。 セ ン シ テ ィ ピ テ イィ は TI6」 です 。 ピッ チ ペ ンド を ゼ 自 に 戻 吉 デー タ は ラー 
ト オ フ の 0.2 秒 後 に 送信 され ます 。 


詳し い 操作 方 法 は http://otonanokagaku.net/nsx39/ を 参照 し て くだ さい 。 


ト 


be 


ラブ 員 ・ ジ ユー ティ コ ヴ 。 


人 @ 電 源 が 入っ て いる の に 音 が 出 な い ・ 止 ま ら な い 


尺 演奏 中 に トラ ブル 、 そ ん な と き に まず チェ ッ ク 

電源 スイ ッ チ が 正しい 位置 (電池 駆動 時 は [BATTERY]、USB 給電 時 は [USB]) に な っ て いる か 、 電 池 駆動 
時 は 電池 が 正しく 入っ て いる か 、 電 池 が 弱っ て いな いか (合計 3.5V 付近 に な る と 、 動 作 が 不安 定 に な り ま 
す )、USB ケー ブル 接続 時 に 端子 が きち ん と ささ っ て いる か 、 コ ー ド の 断線 、 オ ー デ ィ オ アウ ト の 接続 状況 、 
音量 の 設定 な ど を 確認 し て くだ さい 。 


カー ボン キー ボー ド の 表面 、 ス タイ ラス の 接触 部 分 の 汚れ や コー ド の 断線 を 確認 

カー ボン キー ボー ド の 表面 が 汚れ て いる と き は 、 カ ー ボ ン キ ー ボ ー ド を 傷つけ な いよ うに 汚れ を 拭き 取っ て 
くだ さい 。 演奏 中 、 カ ー ボ ン キ ー ボ ー ド に スタ イラ ス の 金属 部 分 以外 の も の ( 指 や 服 な ど ) が 触れ て いる 場 
合 も 動作 に 支障 が 出る 場合 が あり ます 。 


それ で も 音 が 出 な い ・ 止 ま ら な いと き は 「 パ ニッ クコ マン ド 」 を 実行 する 同時 に 押す 
これ ら を 確認 し て も 音 が 出 な い ・ 止 ま ら な いと き は 、 本 体 ボ タン や 外部 
機器 か ら の 操作 情報 が ポ が ケッ ト ・ ミ ク の 音源 部 に 伝わる 途中 で エラ ー が 
発生 し た り 、 外 部 機器 か ら の 意図 し な い デ ー タ で ポケ ッ ト ・ ミ ク の 設定 
が 書き 換え られ て いる 可能 性 が あり ます 。 こ の 状態 を 解消 すみ る に は 「 パ 
= ツク loo ジン GRVS さ IOAーS 六 ls20 ジ RON2 ク ER ドッ 6 
ミク 内 部 の 音源 チッ プ を 再起 動 し 、MIDI 設定 を 起動 時 の 状態 に 初期 化 、 
ポ ボ ポケット ・ ミ ク 内 部 の 凛 字 テー ブル デー タ の 再 登録 を 実行 し ます 。 
20=S み シク aoRIER IS ドリ 二 9062y22 と リポ りー ウン 2 
ン を 同時 に 押し な が ら 、[A] ボタ ン を 押し て 下さ い 。 コマンド が 実行 さ 
れ た と き は 「 チ ッ 」 と いう 確認 音 が 鳴り ます 。 


信 ボ タン 操作 が 効か な い 、 文字 が 変わ ら な い 、 効果 が か か ら な い 
尺 工場 出荷 時 の 状態 に 戻し た いと き は 「 イ ニシ ャ ライ ズ コ マン ド 」 を 実行 する 
専用 アプ リ や シス テム エク スク ルー シブ な ど で ボ タン に 登録 され て いる 
9 や 機能 を カス タマ イズ し た と き や 、 人 外部 機器 か ら 意 図 し な い デ ー タ 

受信 し て で ポケット ・ ミ ク の 設 み 定 が 書き 換え られ て し まっ た と き な ど 
0 あり ます 。 こ の 状態 を 解消 する に は 「 イ 
2 て ミラ た 4 コミ (6 二 WI7CSKSSUSE 全う (ジジ 2 に 
2K の av ドミ ク 内 部 の 2 シソ ショ ジ ツメ 5 財 の 内 座 を 財 目 組 寺 し 
べ て の 設定 を 工場 出荷 時 の 状態 に 戻し ます 。 イ ニシ ャ ライ ズ コ マン ド は 
「 ポ リューム アッ プ 」 と 「 ボ ポ ボリュー ムダ ウン 」 ボ タン を 同時 に 押し な が ら 
[SHIFT] ボタ ン を 数 秒間 押し 続け くだ さい 。 コ マン ド が 実行 され る 前 
幅 凛 選 信 層間 声 と !3、2、 と いう カウ ンド タク ウシ ンジ を 向 Il 実 和 さ た と 
き は 「 ジ ャ ン 」 と いう 確認 音 が 鳴り ます 。 カ ウン ト ダ ウン の 途中 で ボタ 
ン か ら 手 を 離す と 、 コ マン ド の 実行 は キャ ン セ ル さ れ ま す 。 


※ イニ シャ ライ ズ コ マン ド を 実行 する と 、 専 用 アプ リ や シス テム エク スク ルー シブ で 設定 し 、 ポ ケッ ト ・ ミ ク 本 体 に 
記憶 させ た 内 容 は すべ て 消去 され ます 。 
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介 チ ュー ニン グ が お か し く な っ た ら 

[| 「 チ ュー ニン グ コ マン ド 」 を 実行 し 、 カー ボン キー ボー ド を キャ リプ レー ト す る 
ボ ポケット ・ ミ ク が 安定 し た 音程 で 文字 や 歌詞 を 歌え る よう に 、 起 動 し て 
いる 間 は 内 部 プロ グラ ム が 常に カー ボン キー ボー ド の 電気 的 な 状態 を 監 
視 し て いま す 。 し か し 、 カー ボン キー ボー ド の 表面 の 傷 や 汚れ 、 電 源 の 

状況 、 周 囲 の 湿気 な ど 様 々 な 要因 に より 、 ポ ケッ ト ・ ミ ク の 音程 や 発音 
が 不安 定 に な っ た り 、「 ド レミ 」 モ ー ド の と き に 読み 上 げ る 音程 が 演奏 し 
て いる 位置 と ずれ て し まっ た りす る こと が あり ます 。 こ の 状態 を 解消 す 
の ー ジ 2220 コ E ジ |R K22 に ERGKG7 選 SI は eS ンク 
マン ド は カー ボン キー ボー ド の 電圧 状態 を 再 検 由 し 、 カ ー ボ ン キ ー ボ ー 
ド 上 の 位置 と 音程 の 関係 を 補正 し ます 。 チ ュー ニン グ コ マン ド は 「 

りー ムッ プロ と リポ リュ コー ムダ ウン シボ ポタ クン を 同時 た 提 じ な が 必 
[O] ボタ ン を 押し て くだ さい 。 コ マン ド が 実行 され た と き は 「 チ ッ 」 と 
いう 確認 音 が 鳴り ます 。 チ ュー ニン グ コ マン ド を 実行 し た 後 、 カ ー ボ ン 同時 に 押す 
キー ボー ド は キャ リブ レー トモ ー ド に な り 、LED の 輝度 が 変化 を 繰り 返 

し ます 。 カ ー ボ ー ン キー ボー ド 上 の 各 鍵 盤 を 端 か ら 端 まで すべ て 一 つ ず 

つ 、 最 備 二 回 タイ ラス で タッ チ し て いき ます ず 。 す べ て の 鍵盤 を タッ チ 

し 終わ る と 、LED 輝度 が 一 定 の 状態 に な り 、 チ ュー ニン グ が 完了 し ます 。 


NSX-1 用 アプ リ 互 換 モ ー ド に つい て 同時 に 押す 

ボボ クッ ド ミク は ヤマ パリ の 音源 チッ INS を 使用 じ iG い ます 
置 が 、 デ フォ ルト で は NSX-1 の 文字 デー タ 用 CC、SysEx は 受信 し 
目 ませ ん 。NSX-1 の 文字 デー タ 用 CC、SysEx を 使用 し た アプ リ や 
』 MIDI デー タ を 受信 し た 場合 、 ア プリ や MIDI デー タ の 作成 者 が 意 
| 図 し た よう な 動作 ・ 発 音 は 行なわ れ ま せん 。NSX-1 用 の アプ リ や 
由 MIDI デー タ を 使用 し た いと き は 、「 ボ リュ ー ム アッ プ 」 と 「 ボ 、 
骨 リュ ー ム ダウ ン 」 ボ タン を 同時 に 押し な が ら 「[U] ボ タン を 押し 
軒 て 「NSX- 1 用 アプ リ 互 換 モ ー ド 」 を オン に し て 下さ い 。 オ ン な っ 
骨 た と き に は 「 チ ッ 」 と いう 確認 音 が 鳴り ます 。 再 度 同じ ボタ ン 操 | 
朋 作 を 行う と 確認 音 が 鳴り 、NSX-1 用 アプ リ 互 換 モ ー ド が 解除 され RE 

て NSX-1 用 の 命令 を 受信 し な く な り ま す 。 


※「NSX-1 用 アプ リ 互 換 モ ー ド 」 を オン に し た 場合 、 ポ ケッ ト ・ ミ ク の 文字 テー デル デー タ が 書き 換え られ 、 
[A] - [0] ボタ ン や プリ セッ ト 歌 詞 の 内 容 が 書き 換え られ て し まう こと が あり ます 。 売 の ポケ ッ ト ・ ミ ク 
の 状態 に 復帰 する に は 「 パ ニッ クコ マンド 」 か 「 イ ミニ シャ ライ ズ コ マン ド 」 (っ PI2) を 実行 し て くだ さい 。 


詳し い 操 作 方 法 は http://otonanokagaku.net/nsx39/ を 参照 し て くだ さ (\。 
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上 級 編 ロ M 音源 部 、 エ エコ エ ワ ト 、 
本 体 氷 リコ の カス ズ スマ イズ に つい て 


ポケ ッ ト ・ ミ ク は 本 体 の ボタ ン 操 作 に よっ て 使用 で きる 機能 だ け で な く 、 外 部 か ら の MIDI 命令 を 使え ば 、 ポ 
ケッ ト ・ ミ ク が 搭載 し て いる ヤマ ハ の 音源 チッ プ NSX-1 が 搭載 し て いる 様々 な 機能 を 使用 する こと が で き 
ます 。 ま た 、 ポ ケッ ト ・ ミ ク 本 体 の ボタ ン か ら 操 作 で きる 機能 その も の も カス タマ イズ する こと が 可能 で す 。 


久 NSX-1 の GM 音源 部 で ポケ ッ ト ・ ミ ク の 伴奏 を 演奏 する 

ポケ ッ ト ・ ミ ク が 搭載 し て いる ヤマ ハ の 音源 チッ プ NSX-1 は ポケ ッ ト ・ ミ ク が 使用 し て いる MIDI チャ ン 
ネル 1 以外 に 、 チ ャ ン ネ ル 2-16 で GM 音源 (|28 音 色 、1 ドラ ムキ ッ ト ) に よる 伴奏 を 演奏 させ る こと が で 
きま す 。 例 えば 、MIDI シー ケン サー で チャ ン ネ ル 2<-|6 を 使い 伴奏 デー タ を カラ オケ の よう に 再生 し な が ら 、 

ポケ ッ ト ド ト ・ ミ ク 本 体 の カー ボン キー ボー ド で メロ ディ を 歌わ せる こと も 可能 で す 。 


@ ポ ケッ ト ・ ミ ク に 内 蔵 エ フェ クト を か ける 

ポケ ッ ト ・ ミ ク が 搭載 し て いる ヤマ ハ の 音源 チッ プ NSX-1 に 内 蔵 さ れ て いる 、 リ バー ブ (29 種 類 )、 コ ー 
ラス (24 種 類 )、 イ ン サ ーション (|8| 種類 )、 マ スタ ー EQ (5 バン ド ) の 各種 の エフ ェクト を 使用 する こと 
が で きま ポ a 例え ば 、 イ ン サ ーション 用意 ぎれ た ビッ チチ ェ エ シ ジ ヤー で ボム タム ツ ド ュ ミク に ハー モ 三 テ を 付 
加 す る な ど 、 様 々 な 効果 を 加え る こと が で きま す 。 

※ GM 音源 部 に も これ ら の エフ ェ クト を か ける こと が で きま す 。 

※ ポ ケッ ト ・ ミ ク は 内 蔵 ス ピー カー の 音質 補正 の た め 、 デ フォ ルト で リバ ー ブ 、 マ スタ ー EQ を 使用 し て い 
RC 


@ シ ステ ム エ ク スク ルー シブ で ボタ ン を カス タマ イズ する 

ポケ ッ ト ・ ミ ク 用 に 用 意 さ れ た 専用 の シス テム エク スク ルー シブ (MIDI) を 使用 すれ ば 、 本 体 の ボタ ン に 割 
り 当 て られ た 機能 を は じ め 、 プ リセ ッ ト 歌 詞 の 内 容 、 起 動 音声 、 操 作 時 の ガイ ド 音 声 ・ 音 色 な ど 、 ポ ケッ ト ・ 
ミク 本 体 の 操作 を カス タマ イズ する こと が で きま す 。 例 えば 、 機 能 が 割り 当て られ て いな い 複 数 ボタ ン の 同 
時 押し 操作 に 内 蔵 エ フェ クト の 操作 を 割り 当て た り 、 起 動 時 の ガイ ド 音 声 を も っ と 自然 な 発音 に な る よう に 
調整 し た りす る こと も で きま す 。 


ポケ ッ ト ・ ミ ク が 送受 信 す る MIDI デ ー タ 

ポケット ・ ミ ク (MIDI チャ ン ネ ル 1 / eVocaloid 部 ) が 本 体操 作 に より 送信 する MIDI デー タ は 以下 
の 5 つの み で す 。 ま た 、 一般 的 な MIDI デー タ の うち 、 受 信 し て も 効果 が か か ら な いも の が あり ます (※ 
GM 音源 部 は 除く )。 詳細 は WEB サイ ト の MIDI イ ンプ リ メ ン テー ショ ンチ ャ ー ト を 参照 し て くだ さい 。 


本 体操 作 に より 送信 する MIDI デー タ : Key On (ノー ト オ ン ノノ ー ト オフ )、Pitch Bend Change、RPN 
00 00 Pitch Bend Sensitivity、NSX-39 専用 シス テム エク スク ルー シブ デー タ な ど (本 体 の ビブ ラー ト ボ 
タン を 押し て も CC 0| Modulation デー タ は 送信 され ませ ん が 、CC 01 の MIDI デー タ を 受信 する こと は 
可能 で す ) 

受信 し て も 効果 が か か ら な い MIDI デー タ : 00 Bank Select MSB、05 Portamento Time、0A Panpot 、20 
Bank Select LSB、4| Portamento、42 Sostenuto、43 Soft Pedal 、54 Portamento Contro|、7C 0mni Off、 
7D Omni 0n、 7E Mono、7F Poly、Program Change、Channel After Touch 、Polyphonic After Touch 、RPN 
00 02 Coarse Tune、RPN 00 05 Modulation Sensitivity な ど 


詳し い 操作 方 法 は http://otonanokagaku.net/nsx39/ を 参照 し て くだ さい 。 


| 本 製品 の ご 利用 に あたっ て の ガイ ドラ イン 還 


本 ガイ ドラ イン は 、 お 客 様 が ご 購入 され た 製品 (以下 「 本 製品 」、 と いい ます ) 合 性 を 含め 、 本 ソフ トウ ェ ア に 関す る 一 切 の 保証 や 表明 を いた し ませ ん 。 
に 組込ま れ て いる ヤマ ハ 株 式 会 社 お よび クリ プ ト ン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ 特に 、 許 諾 プロ グラ ム が お 客 様 の 要望 に 合う こと 、 許 諾 プロ グラ ム に 中 断 
ア 株 式 会 社 (以下 、「 当 社 ら 」 と いい ます ) が 提供 する ソフ トウ ェ ア お よ や 遅延 が な いこ と 、 安 全 、 正 確 、 完 全 で ある こと 、 エ ラー が な いこ と 、 お 
び こ れ に 関わ る 印刷 物 、 電 子 フ ァイル (以下 「 本 ソフ トウ ェ ア 」 と いい ま よび 欠陥 の 修整 な ど に つい て も 表明 や 保証 を 行い ませ ん 。 

す ) を お 客 さ ま が ご 利用 する に あたっ て の 利用 条件 な ら び に 注意 事項 を 規 


定 す る も の で す 。 5. 責任 の 制限 

本 製品 の ご 利用 の 前 に 、 本 ガイ ドラ イン を お 読み くだ さい 。 当社 ら の 責任 は 利用 条件 で 定め る 許諾 を 供与 する こと の み に 限 定 さ れる も 
の と し ます 。 当 社 ら は 、 許 語 プ ログ ラム の 使用 、 ま た は それ を 使用 で き な 

|. 著作 権 お よび 使用 許諾 か っ た こと に より 生じ た 直接 的 、 派 生 的 、 付 随 的 また は 間接 的 損害 (デー 


当社 ら は お 客 様 に 対し 、 本 ソフ トウ ェ ア を 構成 する プロ グラ ム 、 デ ー タ ファ タタ の 破損 、 営 業 上 の 利益 の 損失 、 業 務 の 中 断 、 営 業 情報 の 損失 な ど に よる 
イル 及び 今後 お 客 様 に 一 定 の 条件 付き で 提供 され 得る それ ら の パー ジョ ン 損害 を 含む ) に つい て は 、 通 常 も し く は 特別 の 損害 に 拘わら ず 、 た と え そ 
アッ ププ ログ ラム 、 データ ファ イル (以下 「 許 諾 プロ グラ ム 」 と いい ます ) の よう な 損害 の 発生 や 第 三 者 か ら の 賠償 請求 の 可能 性 が ある こと に つい て 
を 使用 する た め の 譲 渡 不 能 な ライ セン ス を 供与 し ます 。 こ れ ら の 許諾 プロ 予め 知ら され た 場合 で も 、 一 切 責 任 を 負い ませ ん 。 

グラ ム の 使用 か ら 得 ら れる デー タ の 権利 は お 客 様 に あり ます が 、 著 作 権 を 

含む 許 語 プロ グラ ム に 関す る 権利 は 、 当 社 ら お よび ヤマ ハ の ライ セン サー 6. キャ ラク ター の 利用 


が 有 し ます 。 本 ツ フ トウ ェ ア を 利用 じ し で 、 ク リプ トン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ ア 株 式 会 
社 が 著作 権 その 他 の 権利 を 有する キャ ラク ター を 含む 表現 物 を 制作 し 公 

2. 使用 制限 開 す る と き は 、 ク リプ トン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ ア 株 式 会 社 が 定め る 

本 ソフ トウ ェ ア を 利用 し て 、 以 下 の 内 容 を 行う こと は 許さ れ ま せん 。 「 キ ャ ラク ター 利用 の ガイ ドラ イン 」(http://piapro.jp/license/character_ 

( | ) 公序良俗 に 返す る 歌詞 を 含む 内 容 を 含ん だ コン テン ツ を 、 公 開 ま た guideline) に 従っ て くだ さい 。 

は 配布 する こと 。 

(2 ) 第 三 者 の 名 準 ・ 声 望 そ の 他 の 人 格 権 その 他 の 権利 を 侵害 する 内 容 を 7. 第 三 者 の ソフ トウ ェ ア 

含ん だ コン テン ツ を 、 公 開 ま た は 配布 する こと 当社 ら は 、 許 諾 プロ グラ ム と と も に 、 第 三 者 の プロ グラ ム 、 デ ー タ ファ イ 

( 3 ) 当社 ら の 許諾 な し に 以下 の 内 容 を 含ん だ コン テン ツ の 公開 を 行う こと ル お よび 関連 文書 (以下 「 第 三 者 リフ トウ ェ ア 」 と いい ます ) を 提供 する 
① 商 品 ・ 役 務 に お ける 表示 場合 が あり ます 。 ヤ マハ が 第 三 者 ソフ トウ ェ ア で ある こと を 示し た 場合 


"VOCALOID(TM) (ボー カロ イド 、 ボ カロ を 含み ます ) "、 初 音 ミ ク 、 お 客 様 は その 第 三 者 ソフトウェア に 付随 する 契約 条項 に 拘束 され 、 第 三 者 
また は その 他 こ れ ら に 類する 表示 (以下 「 契 約 表 示 」 と いい ます ) ソフ トウ ェ ア の 提供 者 が 全て の 保証 その 他 の 責任 を 負う こと を 理解 し 同意 
を 以下 の よう な 商品 ・ 役 務 に お いて 記載 する 場合 する も の と し ます 。 当社 ら は 第 三 者 ソフ トウ ェ ア に 関す る 一 切 の 責任 を 負 
(8) 歌手 名 、 ア ー テ ィ ス ト 名 、 楽 器 名 、 そ の 他 何 ら か の 形 で クレ いま せん 。 当 社 ら は 、 第 三 者 リフト ウェア の 商品 性 、 お よび 特定 目的 に 対 
ジッ ト が 表記 され 、 且 つ 契 約 表示 が 記載 され て いる 商品 ・ 役 務 する 適合 性 の 保証 その 他 一 切 の 保証 を 、 明 示 で ある と 黙示 で ある と を 問わ 


(b) その 包装 や 宣伝 物 等 一 切 の 宣伝 広告 行為 に お いて 、 契 約 表示 ず 、 一 切 い た し ませ ん 。 第 三 者 リフ トウ ェ ア の 使用 も し く は 機能 か ら 生じ 
が 使用 され て いる 商品 ・ 役 務 る すべ て の 危険 は 、 お 客 様 が 負担 し な けれ ば な り ま せん 。 当 社 ら は 、 第 三 
(c) 映像 作品 の オー プ ニ ン グ や エン ドロ ー ル 等 に 、 消 費 者 が 認識 者 ソフ トウ ェ ア に 関し て の 操作 方 法 、 下 開 そ の 他 に 関し て アフ ター サー ビ 
で きる 形態 で 、 契 約 表 示 が され て いる 商品 ・ 役 務 ス を 提供 する も の で は あり ませ ん 。 当 社 ら は 、 第 三 者 ソフ トウ ェ ア の 使用 、 
② 商 用 カラ オケ で の 使 』 また は それ を 使用 で き な か っ た こと に より 生じ た 直接 的 、 派 生 的 、 付 随 的 
商用 カラ オケ ソフ トウ ェ ア 、 カ ラオ ケ ハ ー ド ウェ ア 、 イ ンタ ー ネ ッ また は 間接 的 損害 (デー タ の 破損 、 営 業 上 の 利益 の 損失 、 業 務 の 中 断 、 営 
を 使用 し た カラ オケ シス テム その 他 の 商用 カラ オケ 製品 、 ま た は 業 情報 の 損失 な ど に よる 損害 を 含む ) に つい て は 、 通 常 も し く は 特別 の 損 


カラ オケ サー ビス (オン ライ ン 、 オ フラ イン お よび その 他 あ ら ゆ る 害 に 拘わら ず 、 た と え そ の よう な 損害 の 発生 が ある こと に つい て 予め 知ら 
形態 を 含み ます ) で の 使用 され た 場合 で も 、 一 切 責任 を 負い ませ ん 。 

③ 電 話 / 携 帯電 話 着信 音 等 の 商用 目的 で の 使 
電話 機 (携帯 電話 を 含み ます ) お よび 電話 用 機器 (併せ て 以下 「 電 8. 一般 事 項 

しま MA NEC に 音 、 警 告 音 等 (着うた 等 、 専 ら 音 利用 条件 は 、 日 本 法 ( 法 の 抵触 に 関す る 原則 を 除く ) の 適用 を 受け 、 日 本 
楽 と し て 娯楽 の 用 に 供する 目的 で 販売 され る 音源 を 着信 音 と し て 使 。 法 に 基づい て 解釈 され る も の と し ます 。 ま た 、 当 社 ら と お 客 様 と の 間 で 問 
用 する 態様 は 含み ませ ん ) で の 商用 目的 で の 使 ) 題 が 生じ た 場合 に は 、 当 社 ら と ユー ザー が 誠意 を も っ て 協議 し 、 協 議 し て 
④ 機 器 へ の 組込み その 他 の 音源 と し て の 使 も 解決 し な い 場 合 は 、 東 京 地方 裁判 所 を 専属 管轄 裁判 所 と し ます 。 利 用 条 
これ まで に 定め る も の の 他 、 、 ロ ボッ ト 、 パ チン コ 等 の アミ ュー 件 の 規定 の いずれ か 、 ま た は 、 あ る 規定 の 一 部 分 が 管轄 権 を 有する 裁判 所 
ズ メ ント 機器 、 カ ー ナ ビ 等 車載 用 機器 、 電 子 楽器 、DTM 含む PC ソ また は 行政 機関 に よっ て 不法 、 無 効 、 執 行 不可 能 と みな され た 場合 や 、 当 


ト 、 ス マー ト フ ォ ン 用 アプ リ 、 タ ブレ ッ ト 用 アプ リ 等 の 電子 計算 該 の 規定 (また は 規定 の 一 部 分 ) が 規約 全体 の 基本 的 性 質 に 合致 し な いと 
機 端末 用 アプ リ 、 ま た は ゲー ム 等 の 音源 で の 商用 目的 で の 使用 判断 され た 場合 も 、 残 り の 規約 (該当 する 規定 が 含ま れる 条項 の 残り の 部 
⑤ 商 用 映像 作品 で の 使 分 も 含む ) の 合法 性 、 妥 当 性 、 法 的 効力 は 影響 を 受け ませ ん 。 お 客 様 は 、 
人 物 や キャ ラク ター が 歌っ た り パ フォ ー マ ン ス し た り し て いる と 取 アメ リカ 合衆国 の 通商 禁止 国 、 ア メリ カ 合 衆 国 財務 省 の 特別 指定 国 リ スト 


れる よう な 態様 の 表現 に 合わ せ た 商 用 映像 作品 (アニ メー ショ ン 、 上 の 国家 に 住居 を 定め て いな いこ と 、 お よび アメ リカ 合衆国 商務 省 の 拒否 

コマ ー シ ャ ルフ ィ ル ム 、 ゲ ー ム 等 を 含み これ ら に 限り ませ ん ) で の 人 名 リス ト に 該当 する 者 で は な いこ と を 表明 お よび 保証 する も の と し ま 

使 す 。 お客様 か ら の 全て の 法 的 通知 は 書面 で な され る も の と し 、 下 記 に 記載 

⑥ 法 人 に よる 商用 CD 等 で の 使 の 住所 まで 書留 郵便 で 送付 され る も の と し ます 。 

法人 に よっ て 製作 (自ら 録音 物 を 制作 する 場合 と 、 第 三 者 か ら 録 音 〒438-0I25 静岡 県 磐田 市 松ノ木 島 203 ヤマ ハ 株 式 会 社 半導体 事業 部 

物 の 提供 を 受け る 場合 と を 問い ませ ん ) され 商業 的 に 使用 され る 

CD、 レ コー ド 、 録 音 テ ー プ 、MD、 ハ ー ド ディ スク 、 フ ラッ シュ メ 9. 完 全 合 意 

モリ ー、IC メモ リー カー ド 、 お よび その 他 の 録音 物 (併せ て 以下 「 商 この 規約 の 契約 条件 は 、 お 客 様 と 当社 ら の 間 の 完全 な 合意 か ら 成 る も の で 、 

CD 等 」、 と いい ます ) で の 使 この 件 に 関す る 従前 の すべ て の 認識 や 合意 に 取っ て 代わ る も の と し ます 。 
利用 条件 の 改訂 お よび 変更 は 、 当 該 改 訂 お よび 変更 が 書面 に より な され 、 

3. 終了 か つ 当 社 ら が 署名 し た 場合 を 除き 、 拘 東 力 を 有 し ませ ん 。 

利用 条件 は お 客 様 が 許諾 プロ グラ ム を お 受け 取り に な っ た 日 に 発効 し ま 

す 。 利用 条件 に よる 使用 許諾 は 、 お 客 様 が 著作 権 法 ま た は 利用 条件 の 条項 10. ガイ ドラ イン の 変更 

に | つ で も 違反 され た と き は 、 当 社 ら か ら の 終了 通知 が な く て も 自動 的 に 当社 ら は 、 本 ガイ ドラ イン の 内 容 を 変更 で きる も の と し ます 。 変更 後 は 、 

終了 する も の と し ます 。 その 場合 に は 、 た だ ち に 許諾 プロ グラ ム の 使用 を 当社 ら が ユー ザー に 変更 の 事実 と 変更 箇所 を 通知 し また は ウェ ブサ イト 上 

中 止 し な けれ ば な り ま せん 。 で 変更 の 事実 と 変更 箇所 を 告 和 する も の と し ます 。 


4. 保証 の 否認 

お 客 様 は 許諾 プロ グラ ム を 利用 する リス ク は 全て お 客 様 の ご 負担 と な る こ 
と を 理解 し 明示 的 に 同意 する も の と し ます 。 許諾 プロ グラ ム お よび 付帯 文 
書 は 保証 な し に 「 現 状 の まま 」 提 供 さ れ ま す 。 当社 ら は 明示 、 黙 示 、 法 定 


に か か わら ず 、 品 質 保証 、 性 能 、 権 利 の 不 侵害 、 商 品 性 、 特 定 目的 へ の 適 


ケッ ト ・ ミ ク 


デフ ォ ル ト 文 字 テ ー ブ ル 


ポケ ッ ト ・ ミ ク は 独自 の 文字 テー ブル 情報 を 本 体 メ モリ 内 に あら か じ め 蓄 え 、 本 体 ポタ ン や カー ボン キー ボー ド か ら 注 奏 情報 に 素早 く 応 えて リア ル タ イ ム に 発音 する こと 
が で きま す 。 この 文字 テー ブル 上 に 割り 当て られ た 名 文字 の 番号 を MIDI シス テム エク スク ルー シブ デー タ で 指定 すれ ば 、 ポ ケッ ト ・ ミ ク の 歌詞 を 埋め 込ん だ MIDI デー 
タ を 作成 する こと が で きま す 。 
例 ) FO 43 79 09 II 0A 00 XXF7 ※ XX に 文字 テー ブル の 文字 番号 (|6 進数 ) を 入力 し 、 発 音 さ せ た い ノー ト デ ー タ の 直前 に 挿入 する (NSX-| 互換 モー ド OFF 時 ) 。 


歌う キー ボー ド ボケ ッ ト ・ ミ ク 
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c ッ グ 2 フケ 7 の ルツ 


この 製品 に 関す る 各種 お 問い 合わ せ 先 

【 電 話 の 場合 

較 製 品 内 容 、 不 良 に つい て は 

Tel.03-6431-1272 (編集 部 直通 ) 

國 販 売 、 在 庫 に つい て は 

Tel.03-6431-1205 (販売 部 直通 ) 

圏 学研 商品 に 関す る お 問い 合せ は 下記 まで 

.03-6431-1002 (学研 お 客 様 セン ター) 

付 時 間 (いずれ も ) 年 末年 始 祝日 を 除く 月 一 金 10:00 17:00 
【 文 書 の 場合 】 
141-8418 東京 都 品川 区 西 五反田 2-11-8 
外 お 客 様 セ ンタ ー「 ポ ケッ ト ・ ミ ク ] 係 


無断 転載 ・ 複 製 ・ 複 写 ・ 翻 訳 を 禁ず 
学研 の 書籍 ・ 雑 誌 に つい て の 新刊 情報 ・ 詳 細 情報 は 、 下 記 を ご 覧 くだ さい 。 
学研 出版 サイ ト http://hon.gakken.jp 


ilLby iXima @CFM 


歌う キー ボー ド ポケ ッ ト ・ ミ ク 専用 シー ル 


どちら か お 好き な 方 を スピ ー カ ー と LED の 穴 で 位置 を 合わ せ て 貼っ て くだ さい 。 


wiirmris 


RESET [SHIFT]+[A]<[0] 
USER [VIBRATOH[A]<[O] 
DOREMI [SHIFTr[VIBRATO] 
OCTAVE+1 [SHIFTJr[A] 
OCTAVE-1 [SHIFT[ ヤ ] 
BEND UP [VIBRATO]+[ 公 ] 
BEND DOWMN [VIBRATO]+[W] 
PANIC [AT[ ヤ 本 [A] 


NSX-1 MODE ON/OFF [AA 本 [ヤマ HEU] 
TUNING ON/OFF [AE[ マ [0] 
INITIALI 邊 [HE ヤ [SHIFT] 
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MIKU VS の 
デモ ソン グ を 聴 こ う 。 


mikurmoBa.jp 


ニー クコ 


mm AT 思 部 同和 陸 


音楽 づく り の 全て が 揃っ た 
「 初音 ミク V3」 で DTM を 


は じ め よ う 。 


ざさ 


国 ! レ <90a 


ご 


あな た の メロ ディ を ミク が 歌う 。 
DTM 入門 に 最適 な 「 初音 ミ ク V3」 
今日 か ら 作 曲 を は じ め よ う 。 


どい 


人 

縮 応 A 切 斉 ミ ク V3 ” Windows、 

誠 の | フラ イス : \16.000+ TAX Ma 両 対応 ! 

N 用 /^、 2 SS 英語 歌声 
ご 初音 ミク V3 バン ドル バン ドル 版 ま 


プラ イス : \20,000 + TAX 


製品 詳細 情報 や デモ ソン グ な ど は こち ら か ら 


WWW.Crypton.coJp/mikuv3 


どん な ジャ ン ル ob 歌声 と 、 メ ロディ と 歌詞 を 入力 する た め の ボ ー カ ル エ ディ タ 「Pliapro Studio」、 


家 を を 収録 し た 伴奏 制作 ソフ ト を ワン パッ ケー ジ 。「 初 音 ミク V3」 で 今日 か ら DTM を は じ め よ う ! 


吐息 成分 を 多く 含み 、 甘 くさ さや く よ う な 


ャ ン ル : アイ ドル ボッ プス 、 ダ ンス 系 ボッ プス な ジャ ン ル : フレ ンチ ポッ プ 、 バ ラー ド 、 エ レク トロ ニカ 


清 建 で 可愛 らし い 、 オリ ジ 
落ち 着き が あり 、 少 し 有 憂鬱 な 表情 全体 的 に 物腰 や わら か く 、 お し と や か な 声 


得意 な ジャ ン ル : バラ ー ド 、 シ > 得意 な ジャ ン ル : ソフ トロ ッ ク 、 バ ラー ド 、 フ ォ ー ク 、 ア ン ピ エ ント 等 


ポッ プス や ダン ス な ど 、 
どん な ジャ ン ル も 硬く 張り 計 、 緊 張 感 の ある 声 陸 a 玉 粒 凶 や か で 落ち 着い た 、 ナ チュ ラル な 英語 の 声 
ス 、 エ レク トロ 等 ENGLISH な ジャ ン ル : ハウ ス 、 テ クノ 、 ク ロス オー バー バン ドル 


な ジャ ン ル 得意 た 


歌い ご な す 多 彩 た な 歌声 。 得意 ッ ク 、 ダ ンス 、 エ レク トロ Ji 


| ボー カル | メロ ディ が 浮か ん だ ら 、 後 は 歌詞 を 入力 する だ け 。 人 制作 ーーー zoomm 
記 デ イタ すぐ に ミク が 歌い ます 。 。 映 


joiQO7O ア tUOiO ーーgtudio 口 ロ 握 piapro 間 秩 


ピア プロ 2 タ ジオ ARTIST edition 


http://piaprostudio,com/ 


伴奏 制作 用 の 音楽 ソフ ト & 音 源 も 付属 。 


7 ッ グン ァ の ツ 初音 ミク V3 開発 ・ 販 売 元 : タカ リプトン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ ア 株 式 会 社 www.crypton.coJjP 


「 音 」 で 発想 する チー ム 。 : 


※ 本 製品 ご 利用 前 に ヽ ユ ー ザ ー ズ ・ マ ニュ アル 15 ペ ー ジ に ある 
「 本 製品 の ご 利用 に あたっ て の ガイ ドラ イン 」 


を 必ず お 読み くだ さい 。 


